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開発した商品・製品群

第Ⅱ相ランダム化比較試験
再燃前立腺がんの進行抑制効果がんペプチドワクチン

がん細胞の目印になる
分子（ペプチド）を特定

患者に投与

がん細胞を攻撃

免疫細胞（リンパ球）が

がん細胞

免疫細胞

ペプチド

患者毎に違う、
又は全患者に同じ

Median Peptide+low EMP=8.5ヶ月
Median EMP=2.7ヶ月
Log-rank test: p=0.0012
EMP：エストラムスチン
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先端的なテーラーメイド型医療（予防・診断・治療）の開発と
その事業化による久留米メディカルバイオクラスターの形成

事業の概要

　テーラーメイド型医療の開発と、臨床評価に基づく機能性食品の開発を実施し、同時に地域の臨床開発システムを確立し、メ

ディカルバイオクラスターを久留米地域に形成することを目的とした。また、研究シーズの育成・実用化を目的として多岐に亘

る可能性試験を実施した。

1. C型肝炎ウイルス（HCV）感染者への治療用テーラーメイドペプチドワクチンの開発
　　「HCV感染者へのペプチドワクチン、インターフェロン、リバビリンの3剤療法」及び「汎用型ペプチドワクチン」の開発を臨床研究
　として実施した。　
2. 進行癌に対するテーラーメイドペプチドワクチンの開発
　　免疫賦活ペプチドワクチン候補である新規ペプチドによる進行膵がん、
　再燃前立腺がんの臨床研究を実施した。

3. ファーマコゲノミクスでテーラーメイド型医療を意図した新規肝硬変治
　 療薬の開発
　　肝硬変患者の肝組織を用い、ゲノムインフォマティクス手法で責任SNPs
　（一塩基遺伝子多型）を選定し、テーラーメイド型薬剤の開発を目指した。　
4. 終末糖化産物（AGEs）阻害活性を有する機能性食品の検索並びに開発
　　AGEsの吸収・形成阻害活性を有する機能性食品を開発し、同時にAGEs
　感受性遺伝子検索を行って、テーラーメイド型機能性食品の開発を目指
　した。

都市エリア産学官連携促進事業における代表的な成果

1． バイオクラスター形成のプラットフォームを構築
　　当該事業の一般型及び発展型によって久留米地域における産学官連携はメディカルバイオクラスター形成へ向かって着実に進展
　した。発展型3年間の合計では、特許出願数43件、試作品数27件、製品・商品数14件、起業化9件を達成し、併せて地域の臨床試験
　支援システムとして、NPO法人「治験ネットワーク福岡」を設立した（平成20年4月設立）。産学官連携によるシーズ発掘から技術
　移転、臨床開発、実用化というバイオクラスター形成のためのプラットフォームを構築した。

2． ペプチドワクチンの有効性と安全性を検証しスーパー特区に採択
　　「肝炎・進行がんペプチドワクチン開発」については、探索的臨床試
　験の目標症例数をほぼ完了し、ペプチドワクチンの有効性と安全性が
　確認でき、先端医療開発特区（スーパー特区）に採択された。また、ペ
　プチドワクチンエマルジョン作製用シリンジコネクターを商品化した。

3． 新規肝硬変治療薬のテーラーメイド医療用責任遺伝子の選定を達成
　　肝硬変患者の肝組織を用いた肝細胞の初代培養細胞の培養法を確
　立し、遺伝子の機能抑制手法（siRNAを利用）により意図した遺伝子
　発現プロファイルライブラリーを作製し、目標であったテーラーメイド
　医療の責任遺伝子（一塩基遺伝子変異）の選定を達成した。
　　＊遺伝子発現プロファイル：患者や疾患モデル動物の組織中の遺伝子発現をＤＮＡチッ
　　　プ等で網羅的に解析し、正常状態の遺伝子パターンと比較検討すること。

4． 終末糖化産物抑制機能性食品などの製品を開発し大きな売上げを達成
　　約1000種類の機能性食品素材を収集し、AGEs結合活性物質及び
　AGEs生成阻害物質をスクリーニングして、最終的に“アポラクトフェ
　リンα”、“血中AGEs測定キット”、“組織中AGEs染色キット”を製品化
　した。

5． 可能性試験からも多くの製品化を達成
　　医薬品・機能性食品のみならず、バイオツール・健康グッズ・環境用
　品など多岐にわたる可能性試験を実施し、数多くの製品化を達成した。

核となる研究機関
久留米大学、九州大学、福岡県工業技術センター生物食品研究所
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産…（株）グリーンペプタイド、（株）アップウェル、（株）オフィスK　他
学…久留米大学、九州大学、福岡大学　他 
官…福岡県工業技術センター生物食品研究所、福岡県森林林業技術センター、福岡県農業総合試験場　他

主な参加研究機関

平成16～19年度事業終了地域一覧
※機関名は事業実施当時のものです。

関東平野さい
たまエリア

【連携基盤整備型】

環境

みやざき県北
臨海エリア

【連携基盤整備型】

ライフサイエンス

十勝エリア

【一般型】

ライフサイエンス

千葉・東葛
エリア
【一般型】

ライフサイエンス

横浜臨海部
エリア
【一般型】

ライフサイエンス

石川南部エリア

【一般型】

情報通信、その他

東濃西部エリア

【一般型】

その他

安心・安全の「資源循環工場」が牽引する
環境産業クラスター形成の基盤づくり

財団法人 本庄国際リサーチパーク研究推進機構

産…「彩の国資源循環工場」進出企業他環境関連企業

学…早稲田大学、埼玉大学  他

官…埼玉県環境科学国際センター、

　　埼玉県農林総合研究センター  他

高齢者ＱＯＬの向上に貢献する海洋性
バイオマス活用技術の創出

財団法人 宮崎県産業支援財団

産…吉玉精鍍（株）、日本ピュアフード（株）、

　　富士シリシア化学（株） 他

学…九州保健福祉大学、宮崎大学

官…宮崎県水産試験場、宮崎県食品開発センター

機能性を重視した十勝産農畜産物の
高付加価値化に関する技術開発

財団法人 十勝圏振興機構

産…コスモ食品（株）、(有)十勝野フロマージュ、
　　（株）丸勝  他
学…帯広畜産大学、名寄市立大学、北海道士幌高等学校 他
官…北海道立十勝圏地域食品加工技術センター、
　　（独）農業・食品産業技術総合研究機構北海道農業研
　　究センター、士幌町食品加工研修センター 他

ゲノム健康科学による生活習慣病発症
予防へのデュアルアプローチ

財団法人 千葉県産業振興センター

産…（株）ダイナコム、（株）スカイウェア、

　　（株）バイオマトリックス研究所  他

学…千葉大学、東京理科大学、東京大学

官…千葉県、千葉市健康部・健康増進センター、

　　国立国際医療センター  他

新技術システムを用いた疾患細胞動態
プロテオミクスの応用

財団法人 木原記念横浜生命科学振興財団

産…東レ（株）、（株）ファンケル、

　　（株）セルフリーサイエンス  他

学…横浜市立大学

官…財団法人木原記念横浜生命科学振興財団

伝統産業と先端技術が連携した新産業の
創出「温新知故産業創出プロジェクト」

財団法人 石川県産業創出支援機構

産…石川県九谷陶磁器商工業協同組合連合会、

　　山中漆器連合協同組合、

　　輪島漆器商工業協同組合  他

学…北陸先端科学技術大学院大学、金沢美術工芸大学

官…石川県工業試験場  他

陶磁器の次世代製造技術開発

財団法人 岐阜県研究開発財団

産…新興窯業（株）、（株）ヤマセ、甲人陶器（株） 他

学…名古屋工業大学基盤工学研究センター

官…岐阜県セラミックス研究所、

　　多治見市陶磁器意匠研究所、

　　土岐市立陶磁器試験場  他

エリア名
区　分
分　野

課　　題　　名

中　核　機　関 概　　　　　　要

主な参加研究機関

平成17～19年度

平成17～19年度

平成17～19年度

平成17～19年度

平成17～19年度

平成17～19年度

平成17～19年度
　セラミックスを多孔化し軽量化する技術を用いた製品製造技術と無機ナノ顔料粒子

の合成・活用技術により開発した無機ナノ顔料粒子を用いた高精細な加飾焼成陶磁器

製品の開発に取り組んだ。

　本事業で開発したセラミックスの多孔化による軽量化技術及び無機ナノ顔料粒子の

新規合成技術を確立し、新規の特許出願も果たした。さらに、この成果を基にして都市

エリア事業（発展型）｢環境調和型セラミックス新産業の創出｣に展開している。

　漆や金箔などの工芸素材の質感を、コンピューターグラフィックスで高精細に描き出

す質感表現システムの開発と、工芸素材に関する感性評価支援システムの開発を行い、

それらを組み込んだデザイン支援システムを開発した。また、漆塗膜の高機能化研究を

行い、工芸素材を用いた新たな分野の商品開発が促進された。これらの成果をもとに石

川県の競争力強化技術開発支援事業、（独）科学技術振興機構の地域イノベーション創

出総合支援事業等に展開されている。

　新たに開発したプロテオーム解析用技術を活用して、疾患、老化、食品アレルギーな

どに関連するタンパク質を高速で網羅的に検出する技術の開発、同時に分析技術の開

発改良研究、タンパク質の発現パターンや機能を解析し疾患との関連を明確にし、さら

に、疾患関連核内タンパク質と薬物候補化合物との相互作用を解析する事に取り組んだ。

創薬・診断薬に必要なデータ収集ができ初期の目標を達成し、多くの新規特許出願を果

たした。この成果をもとに、診断薬、新規医薬品などの創出を目指し科学技術振興調整

費事業に展開している。

　バイオクラスター形成に向け都市エリア事業（連携基盤整備型）で高い評価を得た基

盤技術や本エリアで優位性を持つ技術との融合による事業展開を図り、メタボリック・シ

ンドロームの克服に効果的な携帯電話・パソコン画像送信による特定健診・特定保健指

導向けの双方向性健康管理支援システムを開発した。また、無細胞蛋白質合成系

(PURE system)を用いたリボソームディスプレイ法の開発を行うとともに、迅速・高効

率に一本鎖抗体（scFv）の取得と膜タンパク質受容体の生合成と機能発現に成功して

おり、この成果等を基に都市エリア事業（発展型）を展開している。

　本地域の代表的な農畜産物（馬鈴薯・ソバ・豆類・長いも・乳製品）の機能性や生体内

作用メカニズム解明のため、5つの研究テーマを実施し、17件の特許出願を果たし、デ

ンプン加工残渣から抽出したポテトペプチドをはじめとして30の商品・事業化を達成し

た。また、乳製品の安全性確保のため、LAMP法・ELISA法を用いた残留抗生物質・毒

素産生黄色ブドウ球菌の簡易検出キットの試作をそれぞれ行なった。この成果をもとに

平成21年度から都市エリア事業（発展型）に展開している。

　海洋性バイオマスを対象として、九州保健福祉大学薬学部が有する独自のスクリーニ

ング技術を用いて、高齢者疾病予防に効果のある機能性物質を探索・同定し、併せて、宮

崎大学のシーズを基に地域バイオマス中の機能性物質を高効率・低コストに回収・利用

する技術を開発した。いくつかの生理活性を有するサンプルが得られたほか、既知物質

であるカルノシンに認知症予防改善、疼痛抑制、不眠改善への活性があることを見出し

た。これら成果をもとに都市エリア事業（一般型）に展開している。

　都市廃棄バイオマスの効率的再利用技術の開発研究を行い、ＢＤＦ(バイオディーゼル

燃料)製造の新技術(＊)など新規の特許出願を果たしたほか、実用段階で不可欠となる

分離・選別技術についても多くの前処理技術を確立した。

　(＊)原料廃食用油の前処理に超音波照射を併用するＢＤＦ製造の新規プロセス技術。

　従来法に比べ反応速度を約20％向上させるほか、グリセリンの分離促進など連続水

洗浄との併用による精製プロセスの効率化も期待される。

（参考：ｐ.40）

（参考：ｐ.24）

（参考：ｐ.38・ｐ.85）

（参考：ｐ.34）

おん  しん    ち     こ

株式会社　久留米リサーチ・パーク
〒８３９-０８６４　福岡県久留米市百年公園1-1　
                　TEL. ０９４２-３７-６３６６

●発展型　（平成１８～２０年度）

久留米エリア

かえるTM
GPシリンジコネクタTM アポラクトフェリンαTM 睡眠時無呼吸症候群

治療口内装置
摘出標本組織切出し装置

（消臭剤） （栄養補助食品）


